
基幹相談支援センターの基本的な役割と 

自立支援協議会について

阪神北圏域コーディネーター 神谷 牧人（株式会社アソシア）

令和６年度 兵庫県相談支援従事者初任者研修

Copyright © 2024 株) アソシア 神谷 牧人 Inc. All Rights Reserved.



基幹相談支援センターの基本的な役割と 

自立支援協議会について

阪神北圏域コーディネーター 神谷 牧人（株式会社アソシア）

１）基幹相談支援センターの基本的な役割 

２）相談支援従事者に対する支援者支援とは 

３）協議会の運営への関与を通じた「地域づくり」とは 

４）自立支援協議会とは 

５）自立支援協議会の機能 

６）自立支援協議会の構成 

７）自立支援協議会を機能させるポイント 

８）協議会における事務局会議や基幹の役割 

９）協議会の年間スケジュールのイメージ 

10）協議会の評価機能 

11）相談支援専門員やサビ児管の皆さんへ

令和６年度 兵庫県相談支援従事者初任者研修

Copyright © 2024 株) アソシア 神谷 牧人 Inc. All Rights Reserved.

P.01



１）基幹相談支援センターの基本的な役割

基幹相談支援センター

① 相談支援及び成年後見 

② 他法に基づく相談業務 

③ 相談支援従事者に対する助言等の支援者支援 

④ 協議会の運営への関与を通じた「地域づくり」

相談支援事業所
関係機関
行政・医療・教育・保健・福祉機関等  

福祉サービス事業所等

委託相談

福祉サービスを利用するための情報提供、相談 

社会資源を活用するための支援 

社会生活力を高めるための支援 

ピアカウンセリング、専門機関の紹介 等 

※その他、市町との業務委託契約の内容による。

連　携連　携助言・指導・育成

連 

携

連 

携
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※その他、市町との業務委託契約の内容による。

神戸市など、「区行政」がある大

都市等に関しては、基幹や委託の

役割や形態・機能が異なる。
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先ずは、ご本人にご家族の事も一緒にサポートする事をお

伝えください。相談員さんはご本人の支援に専念して下さ

い。ご家族に関しては、委託か基幹から包括支援センター

に連絡を入れてみますね。ご本人やご家族の同意が取れた

ら、みんなで一度会議を開き、それぞれにサポートがつい

ている事をお伝えし、安心してもらいましょう！

２）相談支援従事者に対する支援者支援とは

サビ管 

計画相談

お子さんへの支援は順調

なんだけど、最近お母さ

んの様子が気になる。こ

の前会った時も「鬱っぽ

いかも」と話していた

し。お母さんの事を、誰

に相談していいのか分か

らない。
児発管

入院中のご本人から「退

院したらまた利用した

い！」と連絡があったけ

ど、ご家族は「一緒には

住めない」と言ってい

る。ウチはＢ型だから住

まいの事はどうしたらい

いか分からない。

就労移行を利用している

方の就職が決まりそう。

でも、同居している両親

の介護もしているので不

安を感じている。介護サ

ービスを紹介したいが、

どこに連絡を取ればいい

か分からない。

ピアの相談員を配置して地域移行・地域定

着も行っているので、ご本人を訪ねてもら

いますね。そこで、日中の過ごし方や、お

住まいに関しての希望なども聞いてもらい

ましょう。一人暮らしがご希望であれば、

成年後見制度の利用や、GHなども含めて可

能な限りご本人の希望にあった地域生活を

みんなでサポートしましょう！

以前、お子さんの検診の時に保健

師さんがお母さんと繋がっていな

いか連絡を入れてみますね。いき

なり心療内科受診ではなく、お母

さんが悩み事を話せる環境を作り

ましょう。保健センターの保健師

さんや児童発達支援センター、委

託相談や私も一緒に、みんなでお

母さんも含めた世帯としての支援

を行なっていきましょう！
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基 幹

計画相談

委託相談

③
相
談
支
援
従
事
者
に
対
す
る
助
言
等
の
支
援
者
支
援

給付サービスの調整

であれば計画相談

計画相談

基本相談

制度を超え、医療や保健、雇

用など幅広い連携が予想

給付サービスで対応出来

ない部分は委託と連携
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計画相談

計画相談サビ管 児発管

同居するご家族が～入院中のご本人から～ 本児の母親の様子が～

ケアマネ

包括支援センター ヘルパー

成年後見人

医療スタッフ ピア相談員

児童発達支援センター

委託相談保健師

今回は、関係者も一緒に支援が出来てよかった！た

だ、このような事例は、今回だけではなく以前にも

同様の事例があり、また今後も同じような事で、ご

本人やご家族そして相談員や事業所も、どこに相談

したらいいの？という事が起きそうだね。

基幹相談支援センター
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計画相談 就労移行計画相談サビ管 児発管
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委託相談

２）相談支援従事者に対する支援者支援とは

勘違いしてはいけな

いのは、サビ児管は

「事業所以外の事は

計画相談がやってく

れる」は間違いなの

で後ほど説明します。
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３）協議会の運営への関与を通じた「地域づくり」とは

R6年4月改正後の協議会の役割

①協議会を通じた「地域づくり」にとっては「個から地域へ」の取組が重要。 

②協議会は地域の関係機関等に情報提供や意見の表明等の協力を求めることができることとし、協力を求められた関係機

関等がこの求めに応じることについて努力義務を課す。 

③個別の支援に係る検討に基づく地域の支援体制の検討を明確化したことに伴い、協議会関係者に対し守秘義務を課す。

R6年4月改正後の基幹の役割
① 相談支援及び成年後見 

② 他法に基づく相談業務 

③ 相談支援従事者に対する助言等の支援者支援 

④ 協議会の運営への関与を通じた「地域づくり」

計画相談児発管

本児の母親の様子が～

児童発達支援センター

委託相談保健師

児発管

基幹相談支援センター

今回の事例を通して、相談員や事業

所からも「いつでも今回のチームに

相談できると心強い」「ご家族から

も、機関一覧などの冊子があればと

よく言われる」との意見も上がって

いる。この機会に、今回のメンバー

を中心に仲間も増やして、何か仕組

み化や連絡窓口の一本化、ルール作

りなどが出来ないかな？

基幹は相談支援従事者に対して、制

度を超えた支援体制の構築など助言

や支援を行います。 

　そこで見えた、今後、他の事例で

も起こりうる「共通する地域の課

題」を、基幹は協議会の運営に関与

しながら、地域の関係機関を巻き込

み「新たなサポート体制」を創る事

が「地域づくり」になります。
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４）自立支援協議会とは

（目的）第１条　この法律は（省略）、障害者及び障害児が基本的人権を享有する個人としての尊厳にふさわしい

日常生活又は社会生活を営むことができるよう、必要な障害福祉サービスに係る給付、地域生活支援事業その他

の支援を総合的に行い、もって障害者及び障害児の福祉の増進を図るとともに、障害の有無にかかわらず国民が

相互に人格と個性を尊重し安心して暮らすことのできる地域社会の実現に寄与することを目的とする。

協議会とは・・・その前に、総合支援法における目的

日本国憲法 第25条 

第1項 すべて国民

は、健康で文化的な

最低限度の生活を営

む権利を有する。

給付事業や移動支援

などの地域生活支援

事業だけの提供では

なく、「その他の支

援を総合的に」行う

例えば「障がい者は施設」ではなく、障がいの有

無に関わらず、全ての国民が互いに尊重し合い、

誰もが安心して暮らせる地域社会の実現を目的に

している。

❶

❶

❷

❸

❷

❸

「グループホームに入れたから良かったね！」で

はなく、夜や休日をどのように過ごしたいのか？

動画配信サービスを見たり、コーヒーの美味しい

お店に行くなど、国民であれば誰もが等しく保障

されている権利を行使できるように、その他の支

援を総合的に組み立て、地域社会で文化的な生活

を実現できるようにすることが基本となります。

※施設そのものが悪いという訳ではありません。

資料「自立支援協議会について」北播磨圏域コーディネーター 濱垣 隆之氏（社会福祉法人ゆたか会）参照
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第八十九条の三　地方公共団体は、単独で又は共同して、障害者等への支援の体制の整備を図るため、関係機関、関係団体並

びに障害者等及びその家族並びに障害者等の福祉、医療、教育又は雇用に関連する職務に従事する者その他の関係者（次項に

おいて「関係機関等」という。）により構成される協議会を置くように努めなければならない。 

２　前項の協議会は、関係機関等が相互の連絡を図ることにより、地域における障害者等への支援体制に関する課題について

情報を共有し、関係機関等の連携の緊密化を図るとともに、地域の実情に応じた体制の整備について協議を行うものとする。

地域自立支援協議会の位置付けの改正

第八十九条の三　地方公共団体は、単独で又は共同して、障害者等への支援の体制の整備を図るため、関係機関、関係団体並

びに障害者等及びその家族並びに障害者等の福祉、医療、教育又は雇用に関連する職務に従事する者その他の関係者（次項に

おいて「関係機関等」という。）により構成される協議会を置くように努めなければならない。 

第2項　改正 

　協議会は関係機関等が相互の連絡を図ることにより、地域における障害者等への適切な支援に関する情報及び支援体制に関

する課題についての情報を共有し、関係機関等の連携の緊密化を図るとともに、地域の実情に応じた体制の整備について協議

を行うものとする。 

第3項・第4項　新設 

　 協議会は地域の関係機関等に情報提供や意見の表明等の協力を求めることができることとし、協力を求められた関係機関等

がこの求めに応じることについて努力義務を課す。 

第5項　新設 

　個別の支援に係る検討に基づく地域の支援体制の検討を明確化したことに伴い、協議会関係者に対し、守秘義務を課す。

①

②

③

改正後

４）自立支援協議会とは
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自立支援協議会の機能

評価機能

・中立・公平性を確保する観点から、委託相談支援事業者の運営評価  

・サービス利用計画作成費対象者、重度包括支援事業等の評価 

・市町村相談支援機能強化事業及び都道府県相談支援体制整備事業の活用

開発機能 ・地域の社会資源の開発、改善

権利擁護機能 ・権利擁護に関する取り組みを展開する

調整機能
・地域の関係機関によるネットワーク構築 

・困難事例への対応のあり方に対する協議、調整

情報機能 ・地域の現状、課題等の情報共有と情報発信

教育機能 ・構成員の資質向上の場としての活用

色々な機能があるのは

なんとなく分かったけ

ど。それぞれは具体的

にどんな事をするんだ

ろう？

利用者の方はもちろん

だけど、相談員や事業

所にどんな良い影響が

あるのかイメージがつ

かないな・・・

５）自立支援協議会の機能

資料「自立支援協議会について」北播磨圏域コーディネーター 濱垣 隆之氏（社会福祉法人ゆたか会）参照



職員が一緒であれば、買い物や支

払いは出来るようになったけど、

一人だとまだ不安が強くて・・・
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情報機能とは

自閉症、強度行動

障害の方への対応

について、他の事

業所がどのように

対応しているのか

知りたい。

利用者の方から、GHを利用して一人暮ら

しをやってみたいと相談されたけど、イ

ンターネットとかで検索出来るのかな？

強度行動障害の方の受け入れ

も積極的に行なっている、行

動援護をやっている〇〇〇事

業所さんは、定期的に〇〇大

学の〇〇先生に来てもらって

いるらしいよ！

〇〇スーパー〇〇店は、２年

前から障害者雇用を始めたら

しく、その頃から障がいがあ

るお客さんへの言葉掛けがい

い！って評判だよ。

隣の市になるけど、〇〇駅か

ら徒歩８分の所に新しいグル

ープホームがスタートしたら

しいよ！

協議会では、相談や就労、児童などの「〇〇連絡会」を設置し、地域の現状、課題

等の情報共有と情報発信を行うことが出来ます。

５）自立支援協議会の機能

資料「自立支援協議会について」北播磨圏域コーディネーター 濱垣 隆之氏（社会福祉法人ゆたか会）参照
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調整機能とは

対応が難しい方や、受け

入れ日数に限りがある場

合、市内の事業所や地活

等と協力し合って本人の

毎日の居場所をサポート

できないかな？

商店街から「１日１時間ぐらいで

いいから、５～８名ぐらいで清掃

やゴミ拾いをやってくれない

か？」と話が来ているけど、ウチ

の事業所からは２名ぐらいか出せ

ないから断ろうかと・・・

それぞれに関係する事業所

や、地域生活支援事業なども

活用し、協力関係を構築して

地域で安心して暮らせる町に

できるよう、みんなで役割分

担し力を合わせよう！

一事業所だけで対応するので

はなく、同じような作業を行

なっている事業所を集めて、

皆で分担出来ないか協議しよ

う！ちなみに、商工会などか

らも「人手が足りない」とい

う話も聞いているので「共同

受注」も視野に入れ、福祉事

業所だけでなく、企業や団体

も一緒に話せる場を作ろう！

保健・医療・福祉・教育・労働などの様々な分野がそれぞれにどのような専門性や

資源を有しているかにつ いての認識の共有し、協働できる接点を見出す。

５）自立支援協議会の機能

資料「自立支援協議会について」北播磨圏域コーディネーター 濱垣 隆之氏（社会福祉法人ゆたか会）参照
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開発機能とは

福祉タクシー券の申請が

窓口に行かないとできな

い。市役所へ手続きに行

くためにタクシー券を使

用しているため、違う申

請方法はないかと相談を

受けたのですが・・・

〇〇特別支援学校に登校する際

に、学校送迎バスがあるけど、〇

〇地区においては距離が遠いた

め、最初に乗っている生徒は１時

間半ほど乗っている時間があり、

生徒の負担も大きい。でも、しょ

うがないですよね・・・

〇〇県〇〇市は、窓口業務の

ICT化に伴い、各種申請がスマ

ホでも可能になり、タクシー

の既存のオンライン決済にも

対応するシステムを構築した

みたい。本市でも検討を進め

て行こう！

〇〇地区は駅からも遠く、電

車を利用しづらいため、多く

の人はバスを利用している。

ただ、特別支援学校に行くた

めにはどうしても乗り換えが

必要に。「特別支援学校に

は、ここで乗り換えて下さ

い」と途中でアナウンスを入

れることが出来ないか、バス

会社に打診してみよう！

フォーマルな資源やインフォーマ ルな資源、また、形のある資源や 形のない資源

など、様々なものを組み合わせ、新たなサポート体制を構築します。

５）自立支援協議会の機能

資料「自立支援協議会について」北播磨圏域コーディネーター 濱垣 隆之氏（社会福祉法人ゆたか会）参照
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教育機能とは

強度行動障害や若

年性認知症、高次

脳機能障害など、

利用される方がい

ないので、どう支

援して良いのかよ

く分からない。

学校から「ADHD」と「ASD」の違いは

分かるが、それぞれにどのように対応し

て良いか難しいと相談された。

最近は、企業でも「発達障

害」に対する理解も高まって

いるので、就業・生活支援セ

ンターと連携して、学校・企

業を対象とした研修を実施し

よう！それが機会となって、

卒業後の就職などにも繋がる

といいな！

特に専門性が高いものや、医

療的な知識も必要となるもの

に関しては、一事業所で研修

を実施するのは困難だと思う

ので、地域で一緒に開催しよ

う。若年性認知症などは包括

支援センターにも協力しても

らい、自治会も一緒に開催で

きるように企画しよう！

初任者研修や現任者研修などの法定研修だけは、様々な専門性を深めていくことは

困難です。また、教育機能は支援者のみならず地域をも対象にする事が重要です。

ウチみたいな小さな事業所

では、新人が入っても丁寧

な研修の実施が難しい。

５）自立支援協議会の機能

資料「自立支援協議会について」北播磨圏域コーディネーター 濱垣 隆之氏（社会福祉法人ゆたか会）参照
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自立支援協議会とは

給付事業などの福祉サービスだけで障がいがある方を支えるのではなく、地域のインフォーマルな資源を活用する

事が、ノーマライゼーションやエンパワメントに繋がり、障がいの有無に関係なく、誰もが安心して生活できる地

域を創る事になる。

地域の皆んなが繋がって支える仕組みを創るというのは、何も障

がいがある方だけが享受するものではなく、利用者の方を支える

支援者も同じように、困った時に一人で抱え込まず、安心して周

りにSOSが出せる地域という事です。

５）自立支援協議会の機能

資料「自立支援協議会について」北播磨圏域コーディネーター 濱垣 隆之氏（社会福祉法人ゆたか会）参照



６）自立支援協議会の構成

同居するご家族が～ 入院中のご本人から～ 本児の母親の様子が～

〇〇部会 〇〇部会 〇〇部会

・・・・・ ・・・・・

個別の事例で支援者が「困難さ」を抱えたら、地域での事例検討にあげてみる

本会議
仕組みやネットワークで対応し

た部会の取り組みを一過性のも

のにせず、自治体に対し施策や

福祉計画へ盛り込むよう提言。

福祉だけでなく、地域や民間にも参

加して頂き、構成員のネットワーク

や知見を活かし、部会に（情報や人

材等の）アドバイスや助言を行う。

令和６年度 兵庫県相談支援従事者初任者研修「基幹相談支援センターの基本的な役割と自立支援協議会について」

仕組みやネットワークを構築する事で

対応できた事例（上手くいかなかった

事例）を本会議で報告する。

個別事例から「共通する

地域課題」を、仕組みや

ネットワークを構築する

事で対応出来ないかを部

会で検討する。

Copyright © 2024 株) アソシア 神谷 牧人 Inc. All Rights Reserved.

地域とは、自治会長や民生

委員、教育関連、NPO法人

等。民間とは、商工会や学

習塾、スーパー、企業等。

P.14

とても重要 !!



事例検討会

・・・・・ ・・・・・

支援者が「困難さ」を感じるケースを取り扱う

・・・・・

事務局（運営）会議

ケース 
会議

事務局（運営）会議

協議会 本会

定期的（１～２ヶ月に1回程度）に事例検討会を

設け、計画相談だけではなく事業所(サビ児管)や

委託相談等も一緒に行う事が好ましい。

事務局は地域のコアメンバー数名程度を事務局

メンバーとして招集し、事例検討から「支援者

の課題」と「共通する地域課題」を選別する。

各種部会

ＳＶ

事務局が個別SVの実施ま

では困難なため、将来的

には主任相談支援専門員

を中心に事例検討やSVが

できるように育成する。

事務局は、必要に応じ事例提供者を中心に関係機

関を集めたケース会議をサポート。大切なのは

「呼ばれた人に、どんな役割を担って欲しいの

か」を明確にし、その事により「ケースの課題が

解決される」事を明確に伝える。

事務局は、各種分野における有識者やピアスタ

ッフ、経験豊かな実践者等、５名前後の部会チ

ームと一緒に事例から上がった地域課題を解決

するために必要な社会資源を集める。

事務局は、部会から出された「事例報告（成功

及び失敗）」を通して、本会構成員に何をして

欲しいのかを明確にしプレゼンを作成する。

（評価？施策提言？新たな資源紹介？）

解決 !!

令和６年度 兵庫県相談支援従事者初任者研修「基幹相談支援センターの基本的な役割と自立支援協議会について」

※ 基幹が指揮を取ってもいいが、委託や主任が行うなど地域の実情で対応

※ 行政＋基幹だけでも良いが、可能な限り外部の視点も取り入れる。

Copyright © 2024 株) アソシア 神谷 牧人 Inc. All Rights Reserved.

事務局は、本会開催に向けた準備・資料の用

意、当日の運営などを行う。部会からの報告は

部会長などが担う場合が一般的である。

自治体に対して、施策や障害福祉計画等への提言

を行なっていくが、決して自治体に対して丸投げ

ではない。構成員は積極的に福祉計画等の審議会

等にも参画し、協働し「地域福祉」を創る事が求

められている。

とても重要 !!

重 要 !!

重 要 !!

支援者自身の苦手意識や経験・知識不足が

「困難さ」の原因になっていることも。そ

こをＳＶで丁寧にフィードバックすること

が支援者育成に繋がる。ＳＶは社内で実施

するより外部で実施する事が好ましい。

※ 基幹だけでなく、委託相談や主任相談が対応することが好ましい。

ＳＶ（スーパービジョン）とは、対人援助職者が指導者か

ら教育を受ける過程である。指導者が援助者と規則的に面

接を行い、継続的な訓練を通じて専門的スキルを向上させ

ることを目的としている。 

P.15

６）自立支援協議会の構成



個別事例から生まれた地域課題の協議

相談員や事業所が抱

えている共通する当

事者や家族を取り巻

く地域の課題

多様な制度の活用や

地域の社会資源を活

用し課題が解決され

る。抱え込まない

自治体の施策や福祉

計画に反映される。

また、新たな情報や

社会資源がもらえる

個別事例 部会 本会

本会構成員からの課題提起

構成員の個人的な見

解なのか、地域課題

なのかが不明瞭なま

ま課題が提起

提起された課題解決

のために、年に数回

部会が招集され相談

員の時間が取られる

部会での取り組みと

自身が担当している

ケースの課題解決は

繋がっていない

本会 部会 個別事例

皆が一緒に考えてくれるから安心です！

ケースの課題は解決しないし、仕事も増える

当事者の方の高齢化も進み、ご高齢の両親も含めて世帯支援が必要だけど、どのよう

に高齢分野と連携を取っていいのか分からない。

例）

（売上に困っていない事業所もある中で）就労系の事業所で共同販売やバザーなどを

開催してみては？今はオンラインショップとかも簡単に開設出来ると思うよ～どう？

例）
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Ｒ6年4月施行

７）自立支援協議会を機能させるポイント



協議会を機能させるための事務局（会議）

地域の自立支援協議会が、有機的に機能するための最も重要なポイントは事務局（事務局会議とも言う）をどのような構成にするか！という事です。ただし、こ

の体制に関しては、人口規模や福祉事業所数などの社会資源に大きく影響を受ける所でもあり、また、国も明確に定めていないため、地域によってその構成は

様々です。ただし、設置主体はあくまでも行政なので主体は行政にあります。ここでは、近年多く見られる基幹を中心とした事務局の構成（課題もある→P21）

の他に、考えられるいくつかのパターンを紹介します。
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基幹福祉課

ミニマム型

＋

福祉課

行政主導型

基幹福祉課

基幹＋委託型

＋ ＋

委託相談 福祉課

基幹未設置型

＋

委託相談

近年では、「主任相談支援専門員の位置付け」「地域の個別事例

から課題解決」「全ての市町村において基幹設置の努力義務」が

明確化。よって、今後の協議会の事務局体制に関しては、次のよ

うな形が理想的だと思われます。また個別事例からの地域課題抽

出を考えると、行政だけの運営で事例検討を定期的に実施するの

は困難です。地域での事例検討に関しては、基幹や委託相談の業

務（契約）内容の重要な１つになる事が予想されます。

今後、想定される有機的な事務局体制とは

基幹福祉課

＋ ＋

委託相談

＋ ＋

主任相談 圏域Co 等（※）

※ 圏域コーディネーターや有識者、積極的に地域に根ざした活動を続けている事業所の管理者やサビ児管等

以後のページ（資料）につきましては、仮に基幹が事務局を担った場合を想定しています。

７）自立支援協議会を機能させるポイント



委託相談

８）協議会における事務局会議や基幹の役割

事例検討会

事務局（運営）会議

ケース 
会議

事務局（運営）会議

協議会 本会

各種部会

令和６年度 兵庫県相談支援従事者初任者研修「基幹相談支援センターの基本的な役割と自立支援協議会について」 Copyright © 2024 株) アソシア 神谷 牧人 Inc. All Rights Reserved.

ケース会議

〇〇部会

本会議

委託相談主任相談

基 幹 主任相談 圏域Co 等

事務局（運営）会議

委託相談

福祉課

個別課題でもなく、福祉サービスだけで解決

できるわけでもない地域課題としてのケース

会議を開催している。となると、地域の社会

資源の活用や、社会資源開拓を行っている委

託相談が介入することが好ましい。

基幹だけで事務局を担うのではなく、行政や委託相談は勿論の事、

「中核的な役割」が位置付けられている主任相談支援専門員や、圏

域コーディネーター、有識者、地域に根ざした活動をしている管理

者やサビ児管等も積極的にチームとして活用する事が望ましい。

福祉サービス事業所の、当該業務を超えた利用者

の方の希望や困り事に関して、計画相談が「基本

相談」として、先ずは受付する事も考えると、計

画相談員としてのフォーマル・インフォーマル資源

の活用法や、各種申請などの手順などの知識が問

われるため、加算要件も含め計画相談員としての

経験やスキルを伴った（外部の組織の）主任相談

支援専門員がSVを実施する事が好ましい。

各部会に委託相

談が配置される

のも良いが、事

業所のサビ児管

等が積極的に参

画できる機会を

設けることが好

ましい。

P.18

コアメンバー

コアメンバー

支援者が「困難さ」感じるケース

福祉課

ＳＶ



９）協議会の年間スケジュールのイメージ
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事務局目線での本会及び部会と、地域での事例検討との連動

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

本　会 評価 目標 報告

事務局会議↑ 資料作成 運営 資料作成 運営 資料作成 運営

事務局会議↓ 確認（C） 改善（A） 計画（P） 実行（D） 確認（C） 改善（A） 計画（P） 実行（D） 確認（C） 改善（A） 計画（P） 実行（D）

　〇〇部会 （WG） 第1回 （WG） 第2回 （WG） 第3回

　〇〇部会 （WG） 第1回 （WG） 第2回 （WG） 第3回

　〇〇部会 （WG） 第1回 （WG） 第2回 （WG） 第3回

事務局会議↓ 抽出 抽出 抽出 抽出 抽出 抽出 抽出 抽出 抽出 抽出 抽出 抽出

　ケース会議 同行 同行 同行 同行 同行 同行 同行 同行 同行 同行 同行 同行

　事例検討 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○❶

❹ ❺❼

❶ 地域課題の抽出 事務局は、事例検討を開催する中で、支援者の「困難さ」に対して「個別の課題（経験や知識不足）」なのか「共通する地域課題」かを選

別。「共通する地域課題」に関しては、関係機関や社会資源を巻き込みながら、ケース会議などを通して実際の事例をサポート。

❷ 仕組み案の提案 ❶での地域課題を通して見えてきた不足する社会資源（人材・機関・ネットワーク・ICT等）が、「誰の」「どのような」「協力」があれ

ば解決するのか事務局会議（＋コアメンバー）で計画し、そこに必要な資源を持っている人材を部会に招集し、解決策を提案してもらう。

❹ 事業計画の作成 ❶を通して生まれた課題とそれに対する対策案（仕組みづくり）に、❷の部会から出て来た提案を踏まえ、今年度で取り組みたい計画を

報告する。大切なのは「個別から生まれた地域課題」「それに対する対策」「対策を講じる事で得られる効果」「年度内での達成目標」

「本会構成員に求める協力（資源の紹介なのか、機関としての協力なのか）」を本会で報告。

❻ 部会での進め方 １回目で大方の目標（社会資源創出、仕組み化）設定を行い、２回目では実現可能か？修正は必要なのか？を調整し、３回目では２月の

本会発表に向けて何を（施策提言？足りない資源の提供や助言を）求めるのか？の、プレゼンに仕方を協議します。

❷ ❸

❼ 事業計画の評価 市町の人口や社会資源の規模などにより、❸ワーキンググループなどを設け定期的に確認（Check）を行う。事務局に体力や経験がある場

合は、❺本会に対して中間報告を行い必要な助言や協力を得る。❻年度末に年間報告を行う中で、協議会が基幹や委託の取り組みを評価。

❻

❽

※まだ上手く運営できない、ここまでは難しい場合は、❽の事務局会議（毎月の事例検討を通して、サポートが必要なケースに介入したケース会議を経た上での）で検討された、「必

要と思われる新たな社会資源や、共通する地域課題は〇〇です。」と、実際の事例報告から始まり、ケース会議での取り組みを本会で報告するところから始めてみましょう！ P.19



１０）協議会の評価機能
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自立支援協議会の評価機能

評価機能

・中立・公平性を確保する観点から、委託相談支援事業者の運営評価  

・サービス利用計画作成費対象者、重度包括支援事業等の評価 

・市町村相談支援機能強化事業及び都道府県相談支援体制整備事業の活用

開発機能 ・地域の社会資源の開発、改善

権利擁護機能 ・権利擁護に関する取り組みを展開する

調整機能
・地域の関係機関によるネットワーク構築 

・困難事例への対応のあり方に対する協議、調整

情報機能 ・地域の現状、課題等の情報共有と情報発信

教育機能 ・構成員の資質向上の場としての活用

連絡会 

事例検討 

ＳV

専門部会 

定例会 

基幹相談支援センター 委託相談

基幹や委託が、本来の機能を果たせているかの評価も必要

① 福祉サービスを利用するための情報提供、相談 

② 社会資源を活用するための支援 

③ 社会生活力を高めるための支援 

④ ピアカウンセリング、専門機関の紹介 等

本会

① 相談支援及び成年後見 

② 他法に基づく相談業務 

③ 相談支援従事者に対する助言等の支援者支援 

④ 協議会の運営への関与通じた「地域づくり」

協議会ではフォーマル・インフォーマル資源

を活用し、それらのネットワークを構築し新

たな社会資源の創出が重要となります。 

　そのために、委託相談は福祉サービスだけ

ではなく、地域での社会資源（コンビニやス

ーパー、駅員さん、自治会等）を活用した支

援が重要です。そして基幹は総合支援法の枠

を超えた（権利擁護、医療、雇用、教育、保

健等の）包括的な支援体制を構築する事で、

地域の相談支援体制の強化を図ります。 

　委託や基幹が困難ケースの対応だけに追わ

れていないか？計画相談が出来ない役割をキ

チンと担っているのか？を評価する事も、協

議会に求められる重要な機能の一つです。

P.20
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基幹（事務局運営）だけで、協議会の役割を果たしていくのは難しい

自立支援協議会の運営について

構成員も参加している責任感

や使命感から「何か意見しな

いと」「何か提案しないと」

と一生懸命になるが故に、

「個別事例」とは関係ない

「これってどう？」の様な提

案が増えてしまう。

本会の現状

基幹の設置より先に協議会が

先行して設置された。そのこ

とにより、当時の運営主体の

行政では「個別事例」までの

把握は出来ていないため、ど

うしても「議会的な行政スタ

イル」のような協議会も。

現状の要因１

構成員の任命権は設置主体の

行政なので「個別事例からの

社会資源創出」に向けた人選

ではなく、「団体や当事者・

家族会（市民）の要望を丁寧

に聴く機会を設ける」行政ス

タイルの人選になっている。

現状の要因２

福祉サービス等の制度以外の

社会資源をかき集め活用する

事が協議会の目的の一つでも

あるが、構成員もついつい伝

える先が行政だと思い、時に

制度や福祉サービスへの不満

や改善を求める会議に。

基幹の困難さ

委託相談との連携について

人口規模の多い市町の委託は

区分認定や勘案調査を担って

いたり、逆に人口規模の少な

い市町の委託は、相談員不足

から計画相談も兼務し、また

基幹（的な）役割も行なって

いる状態である。

連携の現状

単純に、計画相談員（だけで

はなく福祉人材も含めて）の

人材不足が一番の大きな要因

と思われる。その不足を補う

ために、行政から多様な業務

を求められた状態の「委託」

となる。

現状の要因１

計画・委託・基幹の役割の違

いが不明瞭であった。それは

受託者の課題や施策の問題で

はなく「現状」にあるよう

に、人口規模が異なるので詳

細まで施策として国が定め規

定する事は困難である。

現状の要因２

全ての業務を基幹だけで実施

する事は不可能で、委託相談

の協働は必須である。ただ、

法人が異なり各々行政と契約

しているので、委託の役割が

不明瞭であっても、基幹は指

示できる立場にはない。

基幹の困難さ

P.21
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協議会の機能化（地域づくり）のために行政ができる事とは

協議会の構成員の更新ですが、例年通りにしま

すね。〇〇会の理事長や、〇〇団体の代表には

声をかけておかないといけないので。

協議会の構成員の更新ですが、今年は部会でど

のような事を企画していますか？必要な組織や

参加して欲しい人がいればお声かけしますね！

委託相談ですが、国が示してある契約内容に沿

って契約しております。部会や協議会への参加な

どは、適宜調整の程よろしくお願いします。

指定特定の事業所も増えて来たので、今後の委

託相談に関して、ご要望があれば可能な限り契約

に盛り込めるように課内でも協議しますね！福祉課 福祉課

今年は地域移行に力を入れているので、出来れ

ば精神医療関係者を入れて欲しいのですが。今

の構成員は知的が母体の団体が多いから・・・

最近は、精神の当事者の方でピア

研修を受けた方も増えているの

で、委託相談にはピアスタッフの

採用も検討して欲しいけど・・・

就労部会が働きかけた事で、〇〇商店街が積極

的に障害者雇用を勧めているので、ぜひ商店街

の代表の方に声をかけてもらえると嬉しいわ！

委託が包括と同じ地区割に配置さ

れているので、一緒に事例検討会

等ができるよう、可能なら包括と

の連携を盛り込んでもらえると♪

悪いというわけではないのだが・・・ 現場の情報や実情に配慮した対応

P.22

基幹が協議会の構成や委託相談の契約内容等に影響力を持つ事は、中立公平性の観点からは場合によっては懸念される事もありますが、何かを進める際に中心となる者に権限がない状態で物事を

推し進めていく事は非常に困難となります。だからこそ、協議会の機能の一つとしてある「基幹や委託の評価」を行うことが協議会の役割の一つとして設けられているのです。

１０）協議会の評価機能
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個人（事業所）の課題と共通する地域課題の違い

相談支援専門員

サビ・児管

支援者個人（事業所）の課題と責任 共通する地域課題

「発達障がいはよく分からない」「手帳の申請の仕方を聞

かれても・・・」は知識不足です。「精神科病院との連携

は・・・」「何度も電話をかけてくる利用者は・・・」は

経験やスキル不足です。資格は取得したら終わりではあり

ません、日々勉強しながら経験を積んでいきましょう！

病院の外来同行や、休みがちなの利用者の自宅訪問・家族

との連絡は相談員だけの仕事ではありません。サービス事

業所の指定基準にも、サビ管には日常生活を営むための必

要な支援を行う事(※)が義務づけられています。事業所の外

の問題や課題でも積極的に関わっていきましょう！

※ 指定障害福祉サービスの事業等の人員、設備及び運営に関する基準 サービス管理責任者の責務（第59条2項）

「〇〇駅までの路地が急勾配で、車椅子の本ケースは毎朝

ご両親が駅まで・・・」「高等特支から卒業し就職した本

ケースが、夕方や土日の過ごし方で・・・」と言うよう

に、他にも同様の悩みや課題を共通して抱えているだろう

と推測されるのが、「共通する地域課題」となります。

「利用者の方の多くが独身で、皆さんパートナーが欲しい

と言う声を・・・」「企業から毎月500ケース納品できるな

ら委託したいが100ケースでは・・・と言われた」と言うよ

うな、福祉サービスでの対応が難しい事や、一事業所では

対応が困難なものが「共通する地域課題」となります。

高次脳機能障がいや若年性認知症、医療的ケアが必

要なケース、地域移行・地域定着なども支援者個人

の知識や経験の課題とも取れますが、ケースの数自

体も少ないため、担当した経験のある支援者も少な

い。そのため「地域で共通して、支援者の知識や経

験不足がある」内容などは部会等で扱う事も。 

　重要なポイントは、自治体や社協などの人材育成

に関わる事業と関連付け、「福祉人材研修」として

運営を委託する事で「仕組み化」となり、次年度か

らは部会でまた新たな課題に取り組めますよね！

Ｂ型利用中の利用者の方が、本当はＡ型に

行きたくて、休みがちになっているのであ

れば、サービス変更の可能性があるので計

画相談が把握する必要があります。 

　Ｂ型の事業所には行きたいけど、他の利

用者との口論がきっかけや、症状の変化、

家族との不和等から来る体調不良であれ

ば、サービス変更の意向はないので、先ず

はサビ管が対応すべき内容となります。

事例検討やＳＶでサポート・育成 部会で協議し、仕組み化

P.23



令和６年度 兵庫県相談支援従事者初任者研修「基幹相談支援センターの基本的な役割と自立支援協議会について」 Copyright © 2024 株) アソシア 神谷 牧人 Inc. All Rights Reserved.

いかがでしたでしょうか。今回の「基幹」と「自立支援協議会及び部会等」に関しては、あくまでも理想の姿

となっております。もちろん、理想だから出来なくても良いというわけではなく、資料内でも述べたように人

口規模や市町の福祉サービス事業所の数、インフォーマルの社会資源等により、その形や体制は大きく影響を

受けます。ただ、一つ言える事は、基幹との連携や協議会への参加は、決して「余計な仕事」ではなく、利用

者の方やそのご家族の生活、そして地域が豊かになっていく事につながり、また、支援者の皆さんの抱え込み

を防ぎ、支援者自身も安心して長く働き続けるための「ネットワーク」や「仕組み作り」にも繋がります。よ

って、支援者自身のためにも積極的に基幹に足を運んだり、協議会にも参画してみてください！ 

　それと、協議会は、ノーマライゼーションの理念のもと、行政と福祉事業者並びに地域が協働で「障がいの

有無に関係なく誰もが住みやすい地域」を創る場所です。よって、「言いたい事があるから参加させろ！」と

言うような場ではありません。自分達だけの事業所で抱え込むのではなく、普段から積極的に地域や関係機関

との関わりを持ち、ご本人のライフステージの変化や、希望や想いの変化、経験や能力や自信の変化、家族や

住まいの変化等に応じ、適切に関係機関を巻き込む支援を行っている事業者（支援者）の、そのネットワーク

力やコミュニケーション力が、協議会や部会のメンバー（地域づくりの一員）として求められています。



三田市␆相談支援体制強化␆取組␗␀
地域自立支援協議会␃⏼い⏾

社会福祉法人光耀会
三田市障害者基幹相談支援⑆ンター
主任相談支援専門員 宮城 明子



三田市␃⏼い⏾ ⌱令和6年3月末 現在⌲

2

人口 106,691

世帯数 47,166

◇ 障害者手帳交付状況

身体障害 知的障害 精神障害 合計

3,912 1,032 899 5,843

◇ 計画相談実績
障害者総合支援法分 児童福祉法分

受給者数 作成済数 達成率 受給者数 作成済数 達成率

651 651 100% 530 530 100%

◇ 指定相談支援事業所数：９

指定特定 指定障害児 指定一般

9 8 3



基幹相談支援⑆ンター␀委託相談␆窓口を一本化
◇ 基幹相談支援⑆ンター

 開   設   平成29年７月

 運営法人 社会福祉法人 光耀会

 人員配置 常勤専従2名⌱うち主任1名⌲

3

⌱三田市総合福祉保健⑆ンター1階⌲

◇ 障害者総合相談窓口⏥い⏾ネッ⑓

  地域␆中核␀␂␣相談機能

    市内４⏼␆法人⏤受託

障害者基幹相談支援⑆ンター

 障害者生活支援⑆ンター⌱委託⌲

 障害者就業支援⑆ンター⌱委託⌲

 精神障害者支援⑆ンター⌱委託⌲    

基幹␀委託⏤⏵␤⏶␤␆専門性をい⏣⏯⏾支援



基幹相談支援⑆ンター␆業務内容

1. 総合的・専門的␂相談

2. 地域␆相談支援体制強化

3. 地域移行・地域定着

4. 権利擁護・障害者虐待防止

5. 障害者差別␃係␣相談業務

6. 地域生活支援拠点等␃係␣業務

7. 地域自立支援協議会␆事務局運営

8. 基幹及び⏥い⏾ネッ⑓␆周知

9. 医療的␼␭児等コー⑒␮ネーター



三田市地域自立支援協議会 ⌱R5.8～⌲

代表者会ʤ年１回ʥ
三田市␆実情␃応⏰⏾⌊随時
組織体制を見直⏯現在␆⏣⏷
ち␃
事務局␇基幹・委託⏤担う

基幹⏤事務局



相談支援体制強化␆取組␗ ȍ

◇ 相談支援事業所連絡会␆開催

⌽地域課題を話⏯合う場⌾⌽発信␆場⌾⌽情報共有␆場⌾⌽⑄␸⑶␭ッ③⏱␣場⌾

  平成24年度⏣␡月１回開催

特定相談支援事業所⌊委託⌊基幹⌊障害福祉課 ⌱約25名⌲

年5回外部講師を招⏥⌊⑄ー⑜ービ⑃ョン⌋主任相談支援専門員␚⑄ー⑜ー⑛␯⑁ーを担う

⌽支援␆質␆向上⌾⌽利用者␆希望⏱␣暮␡⏯␆実現⌾

◇ 特定相談支援事業所␆後方支援

⌽相談支援専門員⏤抱え込␖␂い␠う␃⌾

相談支援専門員⏣␡␼ー⑄␆相談␃対応⌊情報提供 ␂␁

  基幹⌊主任相談支援専門員␃␠␣随時␆事例検討



相談支援体制強化␆取組␗ Ȏ

◇ 相談支援専門員研修⌱年4回⌲

   ⌽支援者同士⏤⏼␂⏤␣場⌾⌽⑄␸⑶␭ッ③␆場⌾

内容␇基幹⌊主任相談支援専門員⌊障害福祉課⏿相談⌊決定

 内容␃␠⏻⏾相談支援専門以外␆職種␃␚呼び⏣⏩

初任者研修フォロー␭ッ③研修    

⑀ービ⑄等利用計画⌊モニタ⑵ン␻報告書作成␆ポ␯ン⑓

  障害福祉課へ␆提出書類␆確認

  担当者会議開催␆ポ␯ン⑓

  基本的面接技法

          ⑆⑶フ␼␭       ␂␁



地域␆⌽支援力⌾␆底上⏪

◇ あ␣生活介護事業所⏣␡

⌽行動障害␆あ␣人␆支援⏤難⏯い⌾

 ⌽通所⏯⏽␡く␂⏻⏾い␣人␚い␣⌾

   ⌽強度行動障害支援者養成研修を修了⏯⏷⏤実践␃結び⏼い⏾い␂い⌾

 ⌽事業所内⏿事例検討␇⏯⏾い␣⏤・・・⌾

市内5法人␆生活介護・施設入所␆⑀ビ管・支援者␡␃呼び⏣⏩

抱え⏾い␣課題␇同⏰⌋法人を⏫え⏾一緒␃考え␠う

R6～強度行動障害支援者連絡会を月1回開催・事例検討を行う⌱約15名参加⌲
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地域自立支援協議会・医療的␼␭児等支援連絡会

分野
教育 市立特別支援学校

保健 宝塚健康福祉事務所
⏫␁␚ 子␁␚政策課

医療 訪問看護⑄⑑ー⑂ョン

福祉
障害福祉課

相談支援事業所

④⑶⑜ー事業所
療育⑆ンター・医療福祉⑆ンター

事務局 基幹相談支援⑆ンター

⍁構成員⍂

⌽保護者␃利用⏿⏥␣制度や⑀ービ⑄⏤十分␃届い⏾い␂い⌾ ⑀ポー⑓␷␯⑔作成中

⌽市内␃␇医療的␼␭␃対応⏿⏥␣事業所⏤少␂い⌾⌽卒業後␆進路先⏤限␡␤⏾い␣⌾ ␂␁

⌽身近␂␀⏫␥⏿⌊⏿⏥␣⏫␀⏣␡始␙␠う⌾



⏵␤⏶␤␆強␗⌊ネッ⑓ワー␺をい⏣⏯⏾

喀痰吸引等研修を修了⏯⏾い␣⏤三田市⏿␇実技を行⏻⏾い␣支援者⏤少␂い⌋

フォロー␭ッ③体制を⏼く␢支援者⏤増え⏬本人⏤地域⏿暮␡⏯や⏱く␂␣␠う␃⌋

⌽喀痰吸引フォロー␭ッ③研修を三田市⏿実施⏯␠う⌾

市内⌊隣接市␆研修修了者数␆把握

␭ン␼ー⑓␃␠␣研修ニー⑅␆調査

研修場所⌊準備物⌊③ロ␻⑴ム検討

事前学習用 講義動画␆作成⌊配信

当日␇␻⑶ー③ワー␺␀実技練習

社会資源を⏼く␣⌊支援␆ネッ⑓ワー␺⏤広⏤␣
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相談支援体制␆
強化␆取組␃⏼い⏾

養父市役所社会福祉課

⌱養父市障⏤い者基幹相談支援⑆ンター⌲

主査 廣橋 真紀

1



〇養父市␃⏼い⏾
面 積 ⎟⎝⎝ ㎢

人 口 21,275

世帯数 9,073

⌱R6年⎞月末現在⌲

身体 1,392

療育 332

精神 141

⌱R6年⎞月末現在⌲

障害福祉サービ⑄ 287

障害児通所支援 60

手帳交付者数

支給決定者数

2



〇養父市␆相談支援体制

3



〇障⏤い者基幹相談支援⑆ンター␃⏼い⏾

ʴ概要ʵ
・設置年月日 令和̑年̒月１日
・運営方法  養父市による直営
・設置場所 養父市役所社会福祉課内
・職員配置 一般行政職ʤ相談支援専門員ʥ0.3名

4



〇基幹相談支援⑆ンター␆業務

◇相談支援体制␆強化

◇権利擁護・虐待防止

◇地域移行・地域定着
◇⌱総合相談・専門相談⌲
◇自立支援協議会␐␆関与

5



〇␚⏻␀詳しく言う␀・・・ȍ

◇相談支援体制␆強化␆取組

・やぶ␈⏷会議␆開催⌱R6年度⏣␡自立支援協議会␆中␃位置⏽け⌲

・主任会議␆開催
・事例検討会⌱事業所実施版⌲
・各事業所␆後方支援⌱同行訪問⌲

・但馬圏域⌱⎞市⎝町⌲基幹相談支援⑆ンター連絡会

6



7

構成図

全体⏿␆情報共有␆場⌉⌉年⎝回程度開催

各部会を␖␀␙␣事務局会議⌉⌉年⎟回程度開催

全体会

意思決定支援⌱仮⌲ 親亡⏥後⌱仮⌲ し⏬␀⌱仮⌲ 相談支援部会

⌱やぶ␈⏷会議⌲

地域生活支援拠点等
検討部会

運営会議

事例検討会等

を通し⏾⌊地域

␆課題を抽出

し␖⏱⌋

養父市自立支援協議会
␆構成図



養父市 やぶ␈⏷会議␆特色

・毎月開催⌋
・養父市␆委託相談支援事業所⎠⏣所⌊⎜⎜名⌱相談支援専門員10名+

相談支援専門員␆⏷␖⏬⎜名⌲␆やぶ␈⏷メンバー⑅⏤全員参加⌋
・必⏲⌊会議␆最初␃␭␯⑄②⑷␯␺を実施⌋
・内容␇⌊情報␆共有⌊事例検討会⌊研修⌊␻⑶ー③ワー␺⌋
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やぶ␈⏷⎠原則

ȍ 常識をやぶ⌱養父⌲␣⌋

Ȏ ⎜会⎜笑を大切␃⌋

ȏ 事例␆上␃␚⎞年⌋

Ȑ ␀␂␢を元気␃⌋

ȑ ⏸あ␤␚違⏻⏾⌊⏸あ␤␚いい⌋

9



やぶ␈⏷会議␆風景
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構成図

全体⏿␆情報共有␆場⌉⌉年⎝回程度開催

各部会を␖␀␙␣事務局会議⌉⌉年⎟回程度開催

全体会

意思決定支援⌱仮⌲ 親亡⏥後⌱仮⌲ し⏬␀⌱仮⌲ 相談支援部会

⌱やぶ␈⏷会議⌲

地域生活支援拠点等
検討部会

運営会議

事例検討会等

を通し⏾⌊地域

␆課題を抽出

し␖⏱⌋

〇␚⏻␀詳しく言う␀・・・Ȏ
◇養父市自立支援協議会␆取組

第⎞期養父市自立支援
協議会⏤⌊今動⏥出⏵う
␀し⏾い␣␀⏫␥⏿⏱⌋
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〇養父市自立支援協議会␆特色
・朝来市␀共同開催し⏾⏥⏷南但馬自立支援協議会⏤⌊令和元年⎜⎛
月末␃解散␀␂␢⌊翌令和⎝年度␃養父市単独␆自立支援協議会⏤

設立⏭␤⏷⌋
・養父市␆特徴⏿あ␣⌽相談支援体制␆充実⌾を活⏣⏱␑く⌊新しい
自立支援協議会␇⌊相談支援専門員を中心␀し⏷構成␀␂⏻⏾い␣⌋

12



〇養父市自立支援協議会␆特色Ȏ

13

全体会
福祉・医療・教育・就労␂␁␆関係機関␆代表者⌊
地域␆代表⌊⌉各障害者団体␆代表␂␁

運営会議
主任相談支援専門員⌊圏域コー⑒␮ネーター⌊
各部会␆部会長・副部会長

部会
相談支援専門員⌊⏵␤⏶␤␆課題␃関係⏱␣事業
所等␆関係者

自立支援協議会␆構成員

どの会議体にも相談支援専門員
が関わってるよ！



〇目指⏱相談支援体制

・事業所␀いう垣根を越え⏾⌊助け合え␣関係⏽く␢⌋

・⏢互い␆事業所␆良い␀⏫␥を取␢入␤⏾⌊日々⑄⑑ッ③␭ッ③
⏱␣仕組␗⏽く␢⌋

・困⏻⏷⏫␀␂␁を相談しあい⌊一人事業所⏿あ⏻⏾␚一人ぼ⏻⏹
⏿␇␂いネッ⑓ワー␺⏽く␢⌋

・・・・持続可能␂⌊相談支援体制！
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神戸市峕おけ峵
各区障害者相談支援センタ嵤峘基幹的役割峒

地域自立支援協議会

令和6年度相談支援従事者初任者研修
合同講義

神戸市障害者基幹相談支援センタ嵤
柏谷 明子



神戸市峘相談支援体系
神戸市人口 1,492,953

身体障害者 72,902    (958)

知的障害者 19,176 (6,536)

精神障害者 21,314    (459)

委託 19
基幹 1

指定特定 99

指定一般ق移行ك 49

指定一般ق定着ك 44

指定障害児 80各障害者手帳峘交付者数ق 内峙18歳未満ك

令和 6年 4月ق 1日 現在ك

委託相談支援事業所数

令和 6年 4月1日ق 現在ك

指定相談支援事業所数

令和 6年 4月1日ق 現在ك

令和 6年ق 6月1日 現在ك

障害者地域生活支援拠点
あ９区

令和 6年 4月1日ق 現在ك



⋛.  指定特定/一般 相談支援事業所
指定障害児 相談支援事業所

嵣本人、家族峘相談窓口
嵣計画相談支援 (サ嵤ビス利用計画作成/継続サ嵤ビス利用支援) 峔峓

⋜. (委託)障害者相談支援センタ嵤 ：19か所
嵣各区の基幹嵣中核的役割、自立支援協議会の運営嵣事務局
嵣上記Ⅰ(指定特定/一般障害児者相談支援事業所)峘機能
嵣福祉サ嵤ビス利用援助、社会資源活用峘た峫峘支援、地域支援機能峘強化等
嵣障害支援区分認定調査、支給決定勘案調査

⋝. 神戸市障害者基幹相談支援センタ嵤 ：1か所
嵣相談支援従事者峘人材育成、後方支援
嵣関係機関、各種協議会、他圏域峒峘連携強化峘取峴組峩等

★障害者地域生活支援拠点 ：各区に1か所
嵣相談機能(障害者相談支援センタ嵤を併設ك
嵣障害者峘日中活৿峘場、短期入所、緊急受け入島嵣対応
嵣地域支援峘ネットワ嵤ク強化、地域峘見守峴強化、災害時要援護者支援峔峓

神戸市峘相談支援体系岧3層構造岨



神戸市地域自立支援協議会体制図䠄௧和䠑年度䠅

運営協議会䞉䞉䞉䛂専門的意見聴取䛾場䛃䛂全体協議䛾場䛃
䛆䝯ンバ䞊䛇
䞉神戸市་師会䚸市社協䚸兵庫県弁護士会 各௦表䠍名
䞉学識経験者䠎名 䞉支援センタ䞊௦表䠍名 䞉福祉局副局長
䛆事務局䛇
䞉障害者支援課
䛆役割䛇
䞉༊協議会及び課題整理PJ䛛䜙あ䛜䛳䛶䛝た事項䛻䛴い䛶䚸䛂専門的䛺
意見䛾聴取䛃及び䛂市協議会䛸し䛶䛾意見䛃をま䛸䜑䜛䚹

市協議会
䝔䞊マ別部会䞉䞉䞉䛂集中協議䛾場䛃䛂実践䛾場䛃
䠄事務局会議䛻䛶検討䠅
䛆䝯ンバ䞊䛇
䞉䝔䞊マ䛻関連す䜛組織䞉団体
䛆役割䛇
䞉課題整理PJ䛷協議した課題䛾うち䚸䛂市協議会䛷協議
す䜛䜒䛾䛃を集中協議䚹市協議会䛸し䛶取䜚組䜑䜛䛣䛸を
実践䚹

事務局会議
䛆䝯ンバ䞊䛇
䞉課題整理PJ௦表䚸༊協議会௦表
䞉基ᖿセンタ䞊 䞉障害者支援課
䛆役割䛇
䞉課題整理PJ䛛䜙あ䛜䛳䛶䛝た
全༊共通䛾課題䛻䛴い䛶䛾検討䚹
䞉䝔䞊マ別部会立ち上䛢䛻向䛡た
検討 等

神戸市施策推進協議会

課題整理プロジェク䝖䞉䞉䞉䛂課題集約䞉整理䛾場䛃
䛆䝯ンバ䞊䛇
䞉༊協議会䠏～䠒名 䞉市協議会運営協議会௦表
䛆事務局䛇
䞉障害者支援課 䞉障害福祉課 䞉基ᖿセンタ䞊
䛆役割䛇
䞉༊協議会䛷抽出さ䜜た課題を䚸䛂施策推進協議会䛻市協議会䛾意見䛸し䛶
提出す䜛䜒䛾䛃䛂制度上䛾課題䛸し䛶協議す䜛䜒䛾䛃䛂༊協議会䛷協議す䜛
䜒䛾䛃等䛻整理す䜛䚹

༊協議会䠄䠕༊䠅
各༊協議会䛷䚸課題抽出䞉集約䞉解決䛻向䛡䛶䛾具体的䛺取組を行う䚹

༊協議会⇔課題整理PJ䛾情報共有等䛿䚸
強化員会議を中心䛻䛚䛣䛺う䚹

神戸市地域自立支援協議会資料
一部改変



区自立支援協議会峘基本的峔考え方
、各区峕おけ峵こ島峨峑峘連携峘仕組峩や地域峘事情を考慮峁．ڭ

各区峘状況峕応峂た組織編制峒峃峵
区保健福祉部嵣各区の障害者相談支援センタ嵤嵣地域の団体．ڮ

等峑構成さ島峵岣運営委員会岤を作峴、区協議会峘推進役峒峁峐
機能させ峵

、障害者相談支援センタ嵤に事務局機能を持たせ峵峒峒峬峕．گ
各センタ嵤峕個別支援峑峙峔く、地域峕焦点をあ峐た支援を行う
岣相談支援機能強化職員岤قコミュニティ嵣ソ嵤シャルワ嵤カ嵤ك
を配置峁、区協議会峘調整役峒峃峵

形骸化させ峔い．ڰ
ك実効性峘あ峵連携峘仕組峩を作峵ق

対立構造を作峳峔い．ڱ
地域独自の取組みを推進させ峵．ڲ

神戸市地域自立支援協議会資料峲峴

各区保健福祉部(行政)ể

障害者相談支援センタὊ(基幹)が

協働Ể運営します！

当事者Ὁ地域の団体Ὁ事業者ễỄが

主体的Ệ参加するこểが大事！



例) 中央区自立支援協議会

6

令和6年度神戸市中央区自立支援協議会総会嵣
全体会資料／神戸市公式イベントサイト峲峴

‣権利擁護部会䠖研修会䞉啓発活動
‣防災部会䠖災害対策䞉地域䛸自助共助
‣相談支援部会䠖支援力向上䞉課題検討
当事者䛾声䞉地域䛸䛾交流を大事䛻し䛶います䟿

各連絡会䛷䛿䚸
䞉事業所間䛾情報共有
䞉関ಀ機関䛾連携強化
䞉事例検討䞉意見交換
䞉イベン䝖䛾開催etc.

作業部会䛸連携します♪

販
売
ಁ
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
連
絡
会

よ
っ
て
こ
䟿
か
っ
て
こ
䟿
マ
ー
ケ
ッ
ト
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例) 西区自立支援協議会 令和6年度神戸市西区自立支援協議会
総会嵣全体会資料峲峴

‣分野別䛾ネッ䝖ワ䞊ク䛷
情報交換䞉共有䚸事例検討…
‣分野を越え䛶䛴䛺䛜䜛部会䛷
地域䛾課題䛻取䜚組䜐䟿
恒例イベン䝖䛾開催䜒

当
事
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部
会

応
急
処
置
講
習
会
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藤井博志䞉髙原伸ᖾ䞉井岡仁志編䛄チ䞊䝮䛷まちを䝕ザインす䜛追補版䛅p.16,CLC,2024年.

岣障岶い峘あ峵人岶、自峳峘意思決定峕基峏岷、
住峩慣島た地域峘中峑、共峕支え合い峔岶峳、

安心峁峐暮峳峁、活躍峑岷峵*岤 
峨ちを峎く峵た峫峕

*神戸市障䛜い者プラン基本理念䜘䜚
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